
再整備を進めていく上で、JR茨木駅西口駅前周辺をどのようなまちにしたい
のか、まちづくりの方向性やまちの将来像を示しました！！ NEXT

「人が中心の歩いて楽しいまちづくり」をめざして

JR茨木駅西口駅前周辺整備事業について

01 再整備の検討区域について 02 地区の課題

03 地区の特性 04 これまでの検討経過
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交通広場

　市の中心市街地は広域交通のアクセス点である阪急茨木

市駅と、JR茨木駅が東西に位置し、その中間地点には市役

所、文化・子育て複合施設「おにクル」（令和5年秋に開

館予定）や中央公園があり、そこから南北へのびる元茨木

川緑地には、豊かな自然と文化が醸成されています。市で

はこれらの立地特性を活かし、右図に示す「2コア1パー
ク＆モール」の都市構造による「人が中心の歩いて楽しい
まちづくり」に向けて、さまざまな事業や取組みを推進し

ています。

　「コア」の一つであるＪＲ茨木駅西口駅前周辺は、昭和45年（1970年）開催の万国博覧会（大阪万博）に併せて駅

前広場等の都市基盤が整備され、約50年が経過しています。近年は、駅前機能の老朽化等による魅力や賑わいの低下と

ともに、社会動向や災害等による安全安心に対する意識の変化等により、新たな状況への対応が求められているため、

本市では、JR茨木駅西口駅前周辺の再整備に向けた検討を進めています。

　本事業では、右図の赤枠の範囲

で再整備に向けた検討を進めてい

ます。検討区域面積は、約2.5ha
で、駅前のバスロータリー、市営

駐輪場、駅前ビル、密集市街地か

ら構成されており、約250名の関
係権利者がおられます。
　平成29年には、区域内の権利

者（任意）で構成される、JR茨

木駅西口駅前周辺地区まちづくり

協議会が設立され、当地区のまち

づくりについて、検討が進められ

ています。

・駅前広場内への通過交通の流入、交通渋滞
・バス利用に係るバリアフリー未対応
・駅周辺の駐輪場定期利用の待機者、送迎バスターミナルの不足
・周辺拠点との回遊性の不足
・憩いや賑わいの場の不足
・駅前の老朽化や耐震性能の不足した建物、狭小道路に面した
　建物の密集による防災性の不足

・大都市へのアクセスが良好で交通利便性が高い
・大規模商業施設や大学が立地
・市内外の人の往来があり、まちの玄関口となっている
・立命館大学大阪いばらきキャンパスへの学部移転等によるさらなる

駅利用者増加の可能性



JR茨木駅西口駅前周辺まちづくりビジョン

Webアンケート

01 Webアンケートの概要 02 アンケートの結果（回答者の属性）

03 アンケートの結果（回答者の属性） 04 アンケートの結果（自由記述）

Webアンケートで多様なニーズが確認され、より詳しく市民の皆さんの
想いを把握するためにまちづくりワークショップを開催しました！！ NEXT

だれもが、いつでも、

どこへでも、つながることができる、

暮らしの質を高める対流型駅まち空間

①まちづくりの方向性 ②まちの将来像

詳しくは
コチラ

詳しくは
コチラ

この地区をどの様
なまちにしたいの
かという方向性を
示しました。

（調査対象）：市民・ＪＲ茨木駅周辺利用者

（調査期間）：令和3年12月1日～12月28日

（調査項目）：回答者属性、利用内容、満足度、自由記述、

まちづくり等の計16 項目

（回答者数）：735人

交通
環境

都市
機能

安全
安心

魅力
賑わい

まち
づくり

・駅周辺は、歩行者ファーストにしてほしい。
・通過交通を削減させて欲しい。特に会社の送迎バスによる渋滞が目立っているように感じる。
・移動手段は充実しているように思いますが、待ち時間を過ごせる場所がありません。

・不便なのでとにかく生活利便性の高い店舗を増やしてもらいたい。
・ちょっと食事できる店が無いのが困る。
・人と待ち合わせが出来るようなちょっとお茶を飲むところが無い。

・タワーマンションよりも、低層の商業施設やマンションのほうが価値的によいと思います。
・もっと土地の高度利用をすべきである。それによって生まれる人出、オープンスペース、
限られた土地をもっと有効利用してほしい。

・できれば緑豊かで開放感がある空間にしていただけると嬉しいです。

・人がくつろげる、憩いの場所や広場兼防災広場的なものがあると利用したい。

・茨木は大阪と京都の中間であり、しかもエキスポ・アリーナ・山も近いという立地を活か

せば従来型の観光＋街遊び＋スポーツ・ライブ観覧＋山遊び、さらには阪大や健都とから
めた医療ツーリズムも誘致できる可能性がある。

・西口周辺に住んでいるので、開発を楽しみにしています。大きな変化はなくとも、しみじ
みと「よかったね」と思える場所になってほしいです。

更なる交通環境の向上 多様な都市機能の集積

持続性のある魅力、
賑わいの創出

安全安心な駅前に
向けた防災性の向上

01 02

03 04

・人中心の再整備
・バリアフリー化の向上
・新快速停車の実現

・通勤通学者の利便性向上
・市民ニーズに応える機能の集積
・駅とまちをつなぐ機能の配置

・狭小道路の改善
・災害時における空間の確保

・玄関口にふさわしい景観
・官民が連携した取組みの展開

男性49.5%女性 48.7%

回答したくない 1.8%

Q1 あなたの性別を教えてください。 Q2 あなたの年齢を教えてください。 Q3 あなたの主な職業を教えてください。 Q4 お住まいの地域はどこですか。

20歳未満 3.4%

20歳代 12.1%

30歳代

24.8%

40歳代

26.9%

50歳代

19.2%

60歳代 9.5%

70歳以上 4.1%

会社員・公務員 58.8%

パート・アルバイト12.2%

家事専業9.4%

学生7.1%

自営・自由業 5.8%

無職 4.9% その他 1.8%

茨木市内84.2%

大阪府内（茨木市外）
9.9%

大阪府外 5.9%

02 日用品や生活雑貨を購入できる商業施設

カフェやレストランなどの飲食店舗

03 緑のある広場等の憩えるオープンスペース

Q14

Q15

何があればもっとＪＲ茨木駅西口周辺を
利用したい・活動したいと思いますか？（５つまで）

より魅力的で住んでみたい・住み続けたいまちになるため、
ＪＲ茨木駅西口周辺はどのようなまちを目指す必要があると思いますか？（５つまで）

駅周辺で生活利便施設が揃うまち

02 駅を中心に周辺地域との回遊性がある歩きたくなるまち

03 鉄道やバスなどの公共交通を利用しやすいまち

549

735

人

人

394

735

人

人

398人

735人

389人

735人
327人

735人

276人

735人

主な回答

主な回答

　駅前の再整備を進めるにあたり、地区の特性や課題、上位計画や関連計画、社会動向

を踏まえ、まちづくりの４つの方向性とまちの将来像を掲げました。

　まちの将来像の実現に向けた検討を進めるにあたり、JR茨木駅周辺に求められる役割を整

理する必要がありました。そのため、市民や駅利用者の皆さんの関心の高い分野やニーズの
傾向をつかむために昨年の12月にWEBアンケートを実施いたしました。

305人の方から自由記述による多様なご意見をいただきました。



第４回ワークショップでは皆さんのやってみたいことを模型で表現しました！！ NEXT

JR茨木駅西口周辺まちづくりワークショップ

阪急オアシス阪急オアシス阪急オアシス

サンディサンディサンディ

フーズマーケット
サタケ

フーズマーケットフーズマーケット
サタケサタケ

マルヤスマルヤスマルヤス

認定こども園認定こども園認定こども園

保育園保育園保育園

保育園保育園保育園
保育園保育園保育園

保育園保育園保育園

保育園保育園保育園

保育園

養精中学校

障害福祉会館障害福祉会館障害福祉会館

こども健康センターこども健康センターこども健康センター

保健医療センター保健医療センター保健医療センター

郵便局郵便局郵便局

三島府民センター三島府民センター三島府民センター

警察署警察署警察署

バスターミナルバスターミナルバスターミナル

税

郵便局郵便局郵便局

まち歩き範囲まち歩き範囲

茨木市役所

ＪＲ茨木駅ＪＲ茨木駅
エキスポロードエキスポロード

春日商店街春日商店街

市民

中春日丘高校春日丘高校

スカイパレットスカイパレット

陸橋陸橋

まち歩きマップまち歩きマップ

参加者の皆さんには、再整備後に

どういう使い方や暮らし方をしたいのか

という「想い」を教えていただきたい。

だれもが、いつでも、

どこへでも、つながることができる、

暮らしの質を高める対流型駅まち空間

更なる交通環境の向上 多様な都市機能の集積

持続性のある魅力、
賑わいの創出

安全安心な駅前に
向けた防災性の向上

01 02

03 04

・人中心の再整備
・バリアフリー化の向上
・新快速停車の実現

・通勤通学者の利便性向上
・市民ニーズに応える機能の集積
・駅とまちをつなぐ機能の配置

・狭小道路の改善
・災害時における空間の確保

・玄関口にふさわしい景観
・官民が連携した取組みの展開

01 ワークショップ開催目的
　まちづくりの４つの方向性とまちの将来像を踏まえ、皆さんの暮ら

しをより良くするために将来、JR茨木駅西口周辺がどうなれば良いか

、駅前でどのように過ごしたいかなど、参加者の皆さんと一緒に考え

るワークショップを開催しました。

まちづくりの方向性 まちの将来像

【目的】参加者の皆さんと暮らしの質を高める
まちづくりについて考える

02 ワークショップ各回の概要

03 ワークショップの開催風景

　ワークショップのアドバイザーの近畿大学久教授、ファシリテータ

ーの立命館大学阿部准教授より、ワークショップ開催にむけて、お話

をいただきました。

JR茨木駅周辺のまち歩きを行いました。皆さんが気になる場所やお

気に入りの場所、駅と周辺とのつながりなど、現状を確認しました。

まち歩きで皆さんからいただいたご意見

　ワークショップは令和4年3月12日から9月4日まで計6回開催し、

参加者の延べ人数は197人と多くの市民の皆さんに参加いただきま

した。

第1回
キックオフ

ミーティング

3月12日開催
参加者39人

第2回

まち歩き

4月23日開催
参加者40人

第3回
アイデア出し

やってみたい事

5月21日開催
参加者29人

第4回
アイデア出し
使いたい場所

6月18日開催
参加者33人

第5回
実現に向けた
アイデア整理

7月23日開催
参加者32人

第6回
イメージの

まとめ

9月4日開催
参加者24人

キックオフ第１回

まち歩き第２回

アイデア出し（やってみたいこと）第３回

駅を利用している皆さんが、

どのような生活・居場所にしたいのか

を考えることが重要。

バスロータリーは、
緑も少なく、待っ
ているだけで、憩
う場がなく寂しく
感じました。

駅前ビルは、すご
い存在感があるけ
れども、活気がな
く使い方に工夫が
欲しいです。

まち歩きで魅力
的なお店が駅周
辺に点在してい
ること
ました。

に気づけ

素敵なお店
で買い物が
したい

待ち合わせ
の時間を充
実させたい

緑に触れた
り自然を楽
しみたい

安全に自転車
で通りたい

シェアキッチ
ンの運営をし
てみたい

素敵なお店
でランチが
したい

待ち合わせの
時間を充実さ
せたい

アート作品を
楽しみたい

季節のイベ
ントに参加
したい

保育育育育保育保保保育保育育育育育育育育育育育育育育保保育育保保保保育保育育育育育保保育保育育保保保育育保保保保保保育育育保保育保保育保育育育保保保保保育保保育育育育保育育育育育育育育育育保育保育育育保保育育保育保保育保保育保育育育保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育保保保保保保保保保育保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育保保育育育育育育育育育育保保育保保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育保育育育育育育育育育育育保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保

校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校養養養精養精中養精中精中養精中養精中養精中精中中養精中精精中養精精養養養養養 中学校学校学学校学校学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
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市市市市市市民市民市民市市市市市市市市市市市市民民市市

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中

旗刺しアイデア出しでいただいた皆さんの
「やってみたいこと」のご意見

JR茨木駅周辺で「今していること」や「これからやってみたいこ
と」について、JR茨木駅周辺の地図に旗を刺しながら、アイデアを
出し合いました。



第５回ワークショップではやってみたいことが重なる駅前の
シーンについて整理しました！！ NEXT

アイデア

・新しくできる花屋の花を外でも感じる。

・西側と東側の分断を解決するために、本に 

   よる繋がりを生む。

アイデア
・季節ごとにイルミネーションなど、デ  
   ザインの変化

・カフェ横に駐輪場を設置する

アイデア

・店舗の屋上を緑化する

・店裏にも本棚と椅子を設置する

アイデア

・茨木を象徴するシンボルツリーをつくる

・ロータリーに買ったものを食べられるような

　歩道空間を作る

アイデア

・キッチンカーで出店して、エキスポロードに

　店を構えたい

・駅前で軽食を食べられる場所があればいい

アイデア

・歩行者が歩くだけでなく、ベンチで休憩する

　場所をつくる

寄り道をする

飲⾷する

寄り道をする

飲⾷する

飲⾷する

飲⾷する

物を売る
物を買う

物を売る
物を買う

歩く・散歩する
乗物で移動する

⾃然（緑・⽔）を感じる

⾃然（緑・⽔）を感じる

休憩する
座る・寝る

休憩する
座る・寝る

休憩する
座る・寝る

おしゃべりする

休⽇に出かける

植物を育てる

03. 並木道やシンボルツリーやカフェで

       にぎわうエキスポロード

　 

04. 本棚があり、ベンチに座って休憩や

　  待ち時間に立ち寄る

06. 屋上緑化したおしゃれなカフェで

      食事している

05. 駅前のシンボルツリーの前で買った

       商品を食べる

02. ロータリーのキッチンカーで

       買い物をする

01. ペデストリアンデッキ上の

       ベンチで休憩する

① ロータリー・駅構内エリア
・使用されていないロータリーにキッチンカーを出店し、軽食を食べることができる場所として活用する。

・茨木を象徴するシンボルツリーや茨木 GateCity など、人々が集まるランドマークとなる駅前に。

・エキスポロードは街路樹やカフェを設けてロータリー、商店街と一連で賑わいとつながりを生む通りへ。

4 班 　タイトル：茨木 Gate City∞つながる・ひろがる

休憩する
座る・寝る

アイデア
・コロナ禍だから外で人と集まって飲みたい

06. 飲食のできるスペースが近くにある

　   文化施設・博物館・美術館で過ごす

アイデア
・若い世代の人口が増える

アイデア
・梅田などの都心部との差別化を図る

アイデア
・自然を感じられるものが少ないので、
  植栽やファニチャーを置く

アイデア
・今ある図書館の本の返却場所に受け渡す  
  サービスもあれば、朝通勤時に受け取って
  会社に行ける

アイデア
・「ここに来たら茨木という街が良くわかった」
   と思える街にしたい

飲⾷する

休憩する
座る・寝る

休⽇に出かける

勉強する・授業を受ける
仕事をする

その他

休⽇に出かける

飲⾷する

02. 植物やファニチャーが置かれた

　ペデストリアンデッキで過ごす

01. 人工芝のある外で飲めるような

　　オープンカフェで過ごす

03. 茨木ならではのモニュメントや

　　屋外ライブを楽しむ

04. 図書館の本の貸し出し、

　　返却をする

05. 駅近くに保育所・託児所がある

① 駅・ロータリーエリア

⾃然（緑・⽔）を感じる

・本の受け渡しができる図書館サービスが駅前にほしい

・大学生や障がい者の方も読書や飲食で利用できる空間がほしい

・緑を感じられる公園のような駅にしたい

３班 　タイトル：寄り道のできる多様性のある公園のような駅

アイデア

・アートを鑑賞しながら軽食やおしゃべりを   

   する

・ヤノベケンジの作品など

アイデア
・雨の日でも立ち寄れるプレハブのよう 
   なもの

アイデア

・普段から自由に使えるような場

・使いたい時に使えるような仮設のようなもの

アイデア

・茨木を象徴するシンボルツリーをつくる

・ロータリーに買ったものを食べられるような

　空間を作る

アイデア

・飲食や休憩できるオープンなスペース

・キッチンカーが定期的にきて賑わう

アイデア

・自由に座れる芝生

・ベンチなどがあってもいい

寄り道をする

飲⾷する

寄り道をする

飲⾷する

飲⾷する 飲⾷する

物を売る
物を買う

物を売る
物を買う

歩く・散歩する
乗物で移動する

⾃然（緑・⽔）を感じる

⾃然（緑・⽔）を感じる

休憩する
座る・寝る

休憩する
座る・寝る

休憩する
座る・寝る

おしゃべりする

休⽇に出かける

植物を育てる

    02. 仮設テントを開いて、日陰で購入した

           食べ物を食べる

05. 駅前のシンボルツリーの前で友人と立ち

話をする

06. キッチンカーで買い物をする

01. 広場の芝生の上で友達としゃべる 04. 広場のアートを鑑賞する

03. ブックカフェに寄りテラスで本を読む

① ロータリーエリア
・人々がどのようなアクティビティをしているのか透けて見える

・年齢層問わず市外市内問わず、来た人が気軽に使える場所 

2 班 　タイトル：人との交流が見えて、立ち止まりたくなる駅前
・駅ビルにシェアキッチンで料理を提供できる場所、ビル 10 階で冬は焚火、夏はビアガーデン

・ロータリーにヤノベケンジさんのアート、ブックカフェ、緑で癒される場所、シンボルツリーで象徴的な場所に

・エキスポロードの道沿いに街路樹やカフェを設けて、ペデストリアンデッキとつながりを生む通りへ

アイデア

・2.3 ブースくらいで運営

・市内に限らず自分で料理を作りたい人が

　提供できる場所

アイデア

・ロータリーの緑をエキスポロードに延長   

   したい

・人の流れが生まれる道を通す

アイデア

・象徴となる大きい木がほしい

・四季に応じた変化するもの、季節自然を

   感じるものが欲しい

アイデア

・子供の送迎などで電車の待ち時間ができ  

   た際に過ごす場所

・ 昼から夕方くらいでゆっくりできる場所

アイデア

・芝生で癒されつつ休める場所

・駅を降りて万博公園が見える場所

・エキスポロードへと緑が繋がる

アイデア

・駅前をエリア分けしてエリアごとに民間

　企業などが出店できる場所

（チャレンジショップ、キッチンカーなど）

アイデア

・夏はビアガーデンで冬は焚き火といった

　感じで季節ごとに応じたもの

・ビル 10 階で普段の日常とは違う場所

アイデア

・茨木出身であるヤノベケンジさんの

   アート作品を改札を出てすぐの広場に

   置きたい

アイデア

・現在路駐が多い車線の道沿いに季節を

   感じられる街路樹を置きたい

・道にあふれ出すようにベンチなどを

⾃然（緑・⽔）を感じる ⾃然（緑・⽔）を感じる

⾃然（緑・⽔）を感じる

植物を育てる

飲⾷する

飲⾷する

飲⾷する

物を売る
物を買う

季節のイベント

歩く・散歩する
乗物で移動する

その他
（⾃由に書いてください）

おしゃべりする

おしゃべりする

休⽇に出かける

休憩する
座る・寝る

休憩する
座る・寝る

休憩する
座る・寝る

休憩する
座る・寝る

飲⾷する

おしゃべりする

休憩する
座る・寝る

おしゃべりする

休憩する
座る・寝る

芸術に触れる 

その他
（⾃由に書いてください）

街のシンボル 

03. 駅ビルの屋上で街中焚火 04. 駅前でアート作品に触れる 05. エキスポロードの道沿いに緑やカフェ

08. ブックカフェで待ち時間を過ごす

07. 街の象徴となるシンボルツリー

09. 駅前が緑などで癒される場所に

06. ペデストリアンデッキを

        エキスポロードへ延長

02. 駅ビルでシェアキッチン

01. 駅前の空間にキッチンカーなど

　　

① 全体エリア

１班 　タイトル：風景的な広がりに誇り・癒し・学びのある街

アイデア出し（使ってみたい場所）第４回

第３回のアイデアを踏まえ、駅前でやってみたいことを班のメンバーと話し合いながら模型で表現しました。

模模型で表現することで、場所の使い方の
イメージを膨らませることができたり、
やってみたいことを他の参加者と共有し
やすくなりました。また、やってみたい
ことの規模感についても考えました。



平日・朝

平日・昼

平日・夜

休日

ワークショップに参加してみての感想

今後、JR茨木駅の再整備に対して関われ
る機会があるのであれば、ワークショッ
プ参加者に対してメールで案内を送って
いただけると嬉しいです。

初回から参加されている方々の熱意を感じ、
より良いまちづくりにつながると思いました。

毎回２時間があっという間でした。大学の先生
のお話を伺えたり、学生さんたちとのワーク
ショップも楽しかったです。

皆さんのアイデアを重ね合わせたイメージ図がこちら！！ NEXT

実現に向けたアイデア整理第５回

イメージのまとめ第６回

仕事前にブックカ
フェに立ち寄り新
聞を読みたい

朝活をして自
分の学びの時
間にしたい

緑やアートを
感じながら通
勤したい

マルシェで新鮮な
野菜を買いたい

仕事に行きやすいよう
子どもを預ける場所が
あるなど、利便性のよ
い駅前にしたい

ウォーキングつ
いでにモーニン
グをして、すが
すがしい朝を迎
えたい

友人とカフェで
くつろぎたい 親子で参加でき

るワークショッ
プを企画したい

仕事の合間に
飲食・散歩な
ど、リフレッ
シュがしたい

パンをイートイ
ンまたはテイク
アウトしたい

友人とランチ
したい

商店街へ行くまで
にベンチで休憩し
商店街で買い物を
して帰りたい

若者・高齢者など
が集まって会話を
するスペースがあ
ればいい

シェアキッチン
で製造したもの
を販売したい

ベンチに座っ
て会話を楽し
みたい

キッチンカーで昼食
を買って休憩しなが
らランチをしたり、
隙間時間にコワーキ
ングスペースで仕事
をしたい

子どものお迎え
の帰りに気軽に
立ち寄り、緑を
感じながら子ど
もと一緒に休憩
したい

仕事帰りに立
ち飲みに立ち
寄りたい

ライトアップされ
たモニュメントを
見て１日の疲れを
リセットしたい

雰囲気の良い場所
で自然を感じて食
事をしたい

エキスポロードから
綺麗に見える夕焼け
を感じ、友人や家族
と会話を楽しみたい

時々マルシェ
を楽しみたい

キッチンカーなど、
カフェや広場で友
人や家族と食事を
楽しみたい

イベントを実施して、
市役所・JR茨木駅・
阪急茨木市駅など、
まちを回遊できるよ
うにしたい

友人や家族と茨木
ならではのモニュ
メントや屋外ライ
ブを楽しみたい

長時間の滞在場
所ではなく、短
時間の憩いや休
憩の場として利
用したい

最終回では、お一人ずつ、駅前でやってみたい事を発表していただきました。

発表の中ではそれぞれのやってみたいことの実現に向けて、ご自身がどう関わり

たいか、どう関わっていけるかということも考え、発表していただきました。

皆さんからいただいた多くのアイデア

第４回の模型で表現した、駅前でやってみたいことを時間帯や場所ごと

に整理しました。



最終回では『やってみたいこと』を実現するために、参加者の皆さん
にアイデアへの関わり方を発表していただきました！！ NEXT

04 参加者の皆さんのアイデアを重ね合わせて作成した駅前のイメージ図

つながり
（ひと、地域） 交流 文化的 みどり豊か豊かな暮らし

① いつもの朝と豊かな日常（平日・朝）

快適に通勤・通学したい

子どもを保育園に預けて

仕事に行ける

通勤通学時に少し早め

に駅に来て、本や雑誌

を読みながらコーヒー

を飲んでゆっくりした

り仕事前に新聞を読み

たい

みんなでラジオ体操

朝活でヨガをしたい

いつもの朝の慌ただしい通勤・通学。そんな日常からは少し離れて、駅を利用する多種多様

な人が家と職場・学校との切り替わりに、朝活でゆっくりと読書をしたり、ヨガを楽しんだ

り、自分を豊かにする時間、過ごし方。

1

1

2

3

4

4

3

2

➁ 普段の暮らしに加わるプチ贅沢なひととき（平日・昼）

一緒に料理で手を動か

して作った後の食事を

楽しむ

隙間時間を有効活用する

ワークショップに参加し

たい！親子で参加できる

アート系

シェアキッチンで

製造したものを販売する

親子、友人、老夫婦、同僚といった近しい間柄の人が便利な駅前で時々集まり、シェアキッチ

ンを使っておいしいランチと会話を楽しんだり、趣味のワークショップに参加したり、コワー

キングスペースで仕事をしたり、普段の生活とは違う、ちょっと贅沢な時間を過ごす。

11
1

2

3

3

4

4

2

③ 暮らしを豊かにする潤い・出会い（平日・夜）

帰宅前にゆっくりする

友人、家族で少し高級

なディナーを楽しむ

帰り道にひとりで

ちょっと寄り道、仕事

帰りに飲みにいきたい

忘年会・新年会

仲間、同僚が集い食事と会話を楽しみながら交流をしたり、仕事帰りにふらっとお気に入

りのお店に立ち寄ったり、子どものお迎えの合間にゆっくりとしたり、一日の終わりに彩

りや潤いが感じられる良い雰囲気の時間。

1

2

3

3

1

２

⑤ 居心地が良く歩いて楽しい（全時間帯共通）

開放的なオープンカフェ

で心地よく過ごす

お気に入りの場所までの

通り道で緑のあるゆった

りとしたベンチに座って

ひと休み

沿道建物の低層部にはオープンカフェが設けられ、ゆったりとした歩道には緑やひと休み

できるベンチがあったり、駅前と駅周辺の目的地やお気に入りの場所までの通り道が、心

地よく素敵な場所に。

1

2

２

１

④ いつもとちょっと違う非日常（休日）

キッチンカー

万博記念公園などと

連携したサテライト

イベントやパブリッ

クビューイング

イベントの帰りに帰

宅前に少し休憩

万博記念公園等でのイベントと連携したサテライトイベントや、キッチンカーやマルシェが駅

前でも実施されて賑わったり、イベント帰りの人たちが少し休憩しながら家族、友人と会話を

したり、平日に利用する駅前とはちょっと違う、非日常な時を過ごす。

移動図書館

マルシェ

1

1
1

2

3

4

4

５

33

2

1

５

⑥ まちの顔・周辺とのつながり（全時間帯共通）

人々が憩うことのできる茨木の顔となるような駅前空間、駅前が拠点となったアートが感じら

れるまち、みどりや花を育てて交流や魅力を育んだり、茨木らしいセンスが感じられる、まち

の拠点。

花を育てる

大通りを眺める

日常の中で、

アートに触れる

スロープや、緑とアートで

駅とまちがつながる

4

4

1

1

1

1

2 2

3

3

※イメージ図は現時点でのものであり、今後の検討過程において変更する可能性があります。

　第５回までのアイデアを整理すると、共通する５つの
キーワードが確認されました。このキーワードと参加者
の皆さん一人一人の想いを重ね合わせて、６つの駅前の
イメージ図を作成しました。



05 ワークショップ参加者の声
　ワークショップの最終回では、働いている方や学生さんなど、参加者の皆さんから、駅前で『やってみたいこと』について、様々な発表を
していただきました。また、発表では『やってみたいこと』を実現するために、参加者の皆さんができることも考えていただき、そのアイデ
アへの関わり方も発表していただきました。

06 ワークショップの総評
　参加者の皆さんからの発表を受けた福岡市長からのコメントの後、まちづくりの専門家であり、本ワークショップのアドバイザーを務めて
いただきました近畿大学の久教授、ファシリテーターを務めていただきました立命館大学の阿部准教授より総評をいただきました。

Webアンケートやワークショップ等を通じていただいたご意見やアイデアを参考に、まちづくりの方向性やまちの将来像
を実現するための、具体的な取組みをまとめた基本計画素案を作成し、関係団体や有識者等と意見交換を行いながら基本計
画案をまとめてまいります。その後パブリックコメント等を実施し、基本計画の策定を行ってまいります。JR茨木駅西口駅
前周辺の再整備を実施していくために、多くの方の声を聞き、皆さんと一緒に着実に進めていきたいと考えております。

■問い合わせ先
茨木市都市整備部市街地新生課
電話番号：072－620-1821 FAX：072－620-1730
Mail：shigaichi@city.ibaraki.lg.jp

再整備に向けた今後の取組み

老若男女、様々な世代の皆さんからいただい

たお話は大きな力でして、今後様々な取組み

の中で大きな肥しにさせていただきます。ま

ちづくりは一朝一夕にできるお話ではありま

せんので、引き続き皆さんのお力添えをいた

だけたらと思います。

芝生の上で一人または友

人とくつろぎたい。 自分が

SNS等で調べた茨木市の

今後のまちづくりの情報な

どを、 芝生の上で友人に

伝えていきたい。

シェアキッチンの運営をした

い。 製造許可を取ったキッチ

ンを運営し、 それを皆さんに

使っていただいて、 そこで

作ったものをまたどこかで

売っていただく、 ということ

をやっていきたい。

茨木のキービジュアルとなる

ような風景がほしい。 人が自

然と集まってくるような並木道

が道路の両側にある絵がみ

たい。 そのビジュアルを茨木

市のアイコンにしていきたい。

茨木出身のヤノベケンジ先生

の作品を置きたい。 ヤノベ先

生のことを知ってもらうため

に、 講演会をしたり、 芸大の

先生の工房に訪ねるイベント

を計画 ・実行していきたい。

駅前の広場で、 音楽を発表

する機会があると良い。 高

校の音楽部などに、 日々の

練習の成果を発表できる場

を提供してあげたい。

JR茨木駅でカフェを利用した

い。 カフェの選択肢がいろいろ

あって、 その日の気分で選んで

利用できると嬉しい。 カフェを

利用するお客様として、 しっかり

SNS等を使って発信し、 関わっ

ていきたい。

ファシリテーター　　
立命館大学　阿部准教授

茨木市長　福岡洋一

アドバイザー　　
近畿大学　久教授

再整備後の話も重要で、出来上がっ

た後にどう使っていくかということ

が重要です。こういった活動に継続

的に参加して頂き、茨木らしいシン

ボルとなるような駅前をつくって

いっていただけたらと思います。 アドバイザー　　
近畿大学 教授

がっ

と

続

ン

  『まち育て』という言葉があります。

空間が長続きするためには、皆さんが少

しずつ手を加えながら自分ができること

を持ち寄って繋げていくことが大切で

す。このワークショップでの繋がりもう

まく使ってもらい、皆さんの想いを実現

していけたら良いなと思います。

詳しくはコチラ

ワークショップ
について


